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ポイント

制度改正に関する周知活動
 大規模な改正となった昨年の
法改正についての周知を充実

 秘密情報ハンドブックについての
検討状況を周知

”企業のなかでどう活かすか”を重視
 知財部が充実していない企業や、

これまで必ずしも十分に取り組んでいなかった
企業も対象にしたセミナーを展開
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不正競争防止法改正に関する周知①

営業秘密に関するシンポジウム（2015年12月）
 企業の経営層から実務担当者まで幅広い参加

 無料開催ながら、幅広い立場の方からの講演

① 経産省：諸永裕一知的財産政策室長

② 警察庁：津田隆好生活安全局生活経済対策管理官
佐藤隆司警備局外事情報部不正輸出対策官

③ 一橋大：相澤英孝国際企業戦略研究科教授

 当日は200名近い聴衆が参集。後日、日経にも記事掲載。
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不正競争防止法改正に関する周知②

知的財産委員会（2015年4月、9月）
 会員企業への積極的な周知

 4月
講師：経済産業省 菅原局長、平井審議官
議題：法改正の概要について

 9月

講師：知的財産戦略本部 横尾局長

議題：知財計画2015の進捗（営業秘密保護に関しても言及）

電子情報技術産業協会での講演（2015年9月）
 経済産業省、INPIT、知財協等とともに講演

講師：経団連産業技術本部 吉村上席主幹
3



秘密情報の保護ハンドブック関係①

 ハンドブックは、従前の営業秘密管理指針を、
「不競法の保護対象となるためにすべきこと」に
絞った結果、省略されたベストプラクティスや
最新の情報等をまとめたもの。これらの改訂・策定が
企業における情報管理のあり方にどう影響するか、
特にハンドブックに対しては関心が高かった

 とりまとめに先立ち、諸永室長を経団連の
知的財産委員会企画部会の講師に

 ハンドブックの内容に関する検討状況の
情報共有と、とりまとめ後の社内対応の
予見に役立てた

 意見交換等を通じて、企業実務に
合致したハンドブック策定へ協力
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秘密情報の保護ハンドブック関係②

リスクマネジメント講座（2016年2月）
 多くの情報が記載されたハンドブックを使いこなす
ための実務講座を開催

 ハンドブックの位置づけと活用方法、労務管理や
社内の連携体制構築に係る留意点、漏えい発生時の
対応などについて

 講師：アンダーソン・毛利・友常事務所
田中 勇気 弁護士

 有料*開催にもかかわらず、
周知後すぐに定員に達する盛況。
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＊ 本講座は経団連事業サービスの主催
＊ 概要は機関紙「経団連タイムス」掲載




